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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年4月15日(2010.4.15)

【公開番号】特開2009-16989(P2009-16989A)
【公開日】平成21年1月22日(2009.1.22)
【年通号数】公開・登録公報2009-003
【出願番号】特願2007-173863(P2007-173863)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｈ   9/10     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   9/215    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｈ   9/10    　　　　
   Ｈ０３Ｈ   9/215   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月25日(2010.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
＜第１圧電振動片の構成＞
　図１（ａ）は、本発明の音叉型水晶振動片２０の実施形態を示した平面図である。（ｂ
）はＢ―Ｂ断面図である、
　音叉型水晶振動片２０は、たとえば水晶Ｚ板１０となるように水晶単結晶ウエハを切り
出して形成されている。水晶以外にもタンタル酸リチウム，ニオブ酸リチウム等の圧電材
料を利用することができる。また、図１に示す音叉型水晶振動片２０は３２．７６８ｋＨ
ｚで信号を発振する小型の振動片である。このような音叉型水晶振動片２０は、基部２９
とこの基部２９からＹ方向に突出する一対の振動腕２１を有している。この振動腕２１の
表面には、溝部２７が図１に示すように各振動腕２１に２箇所ずつ形成されている。この
溝部２７は振動腕２１の裏面側にも同様に形成されているため、図１（ｂ）に示されるよ
うに、振動腕２１の溝部２７の断面図はほぼＨ型になっている。溝部２７は、ＣＩ（クリ
スタル・インピーダンス）値の上昇を抑えるために設けられている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　基部２９は、各振動腕２１側の第１基部２９－１と接着領域３３側の第２基部２９－２
とを形成している。第１基部２９－１はＸ方向の長さ（幅）がＷ１であり、第２基部２９
－２はＸ方向の長さ（幅）が、第１基部２９－１の幅Ｗ１よりも広い幅Ｗ２である。幅Ｗ
１は幅Ｗ２の約７５パーセントから９０パーセントである。たとえば、幅Ｗ１は０．４２
ｍｍに幅Ｗ２は０．５０ｍｍに形成されている。このため、振動腕２１の振動により溝部
２７から漏れてきた漏れ振動は、第２基部２９－２に伝わり難くなる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　図８（ａ）は、左図は両面に基部電極２５ａ５を有する従来の音叉型水晶振動片の基部
Ｘ線図であり、中央図は少なくとも片面に基部電極２５ａ２を有する第２実施形態の音叉
型水晶振動片の図面であり、右図は少なくともに基部電極２５ａ３を有する第２実施形態
の音叉型水晶振動片の基部Ｘ線図である。なお、導電性接着剤３１を塗布した状態を示す
ため、従来の音叉型水晶振動片の基部Ｘ線図にのみ塗布領域３３を描いているが、第２及
び第３実施形態の音叉型水晶振動片にも同量の導電性接着剤３１が塗布される。
 
 


	header
	written-amendment

